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 中国山東省の曲阜（きょくふ）市では、過去の過度の伐採の影響で山地の生態

環境が悪化しており、特に孔子の生誕地である尼山（にさん）は、石灰岩地帯で

あることや、年降水量が 691mm と少なく夏期に集中していることなどから、草

地化した山地の水土保全や水源涵養の機能が著しく低下しています。このため、

草地化した山に植林し、生態環境の改善、土砂の流失防止と水源の涵養を実現す

るとともに、環境保護を図っていくことが求められていました。 

当会は、曲阜市林業局と 2012 年 7月に協定を締結し、日中民間緑化協力委員

会の助成を受けて植林プロジェクトを開始しました。植林は、降雨期の夏に実施

することとして、おおむね次のような手順で進めています。 

 

 

① 林地整理～３月頃、カルスト台地のような石灰岩混じりの草原を刈り払い 

② 植穴堀り～６月頃、石灰岩質の礫土を掘って礫で囲むように半月形の植穴を

作り、薄い表土を穴にかき集めます（魚鱗坑：写真参照）。 

③ 植栽～側柏（コノテガシワ）などを１ha 当

たり 1,650本以上で植穴に植えていきます。

側柏は孔子が植えたと伝えられる樹木で、曲

阜市の象徴のような樹木です。 

④ 灌水～苗が活着するまでの間、必要に応じて

水やりをします。 

 

 

石灰岩質の山地 

植穴～並んだ姿が魚の鱗に似ていることか

ら「魚鱗坑」と呼ばれ、水を集めることから

乾燥地の植林に適している 

側柏（コノテガシワ）の植え付け作業 



 プロジェクト開始後これまでの 5 年間に計 160ha が植林され、近隣農村から

の雇用者による植林事業のほか、中国側の学生、勤労者等 300 名による植林ボ

ランティア活動も実施されました。 

 全体として活着率は良好ですが、表土の薄い石灰岩質の礫土の影響もあり、土

壌条件の良い一部区域を除くと、樹木の成長には長い期間を要する見通しです。

曲阜市では森林都市を目指して条例で森林を保護しているほか、各植林地の地

元農村から管理責任者を任命し植林地の保護に努めています。 

 本年６月、曲阜市において、日中緑化交流基金山東省プロジェクト林業技術交

流検討会が約 50名が参加して開催され、本プロジェクトの成果を含む植林緑化

技術の普及に向けた検討を行い、日中民間緑化協力委員会第 18回会合でも高く

評価されました。本プロジェクトは 2018年秋に区切りを迎えますが、これまで

の成果や技術的な留意点などを

報告書にとりまとめ、石灰岩地

帯での植林の普及に役立ててい

ければと、カウンタパートであ

る曲阜市林業局と話し合ってい

ます。協力を通じて知り合った

方々に感謝するとともに、プロ

ジェクトで培われたノウハウが

今後の植林活動に活かされてい

くことを願っています。 

 

 

2013年植林地（コノテガシワ、イブキ）の現況 

 

 

 

 


